
シ ラ バ ス   
科目名        生活と園芸 (学生との共学クラス)  
担当教員名 吉崎 俊一郎 先生 

開講期・単位 秋学期(10 月～11 月)・0 単位・演習 

講義の目的及び概

要 

 
我々の生活に欠かす事のできない植物。なかでも、園芸作物は生活に潤

いと安らぎをもたらせてくれる。園芸の基本的知識や、園芸作物の栽培・

管理の基礎を学び、健康で心豊かな生活空間を創造することを目指す。 

また畑で育てた作物を中心に食と生活の実習も行い、生活の中に園芸（野

菜）が密接に関連している事を体験的に学ぶ事で新たな気づきや発見に繋

がる事を目的とする。  
講義方法 

 

【授業の進め方】 

授業の前半部は屋外に出て演習形式で園芸の実際を体験します。 
後半部は教室にて授業を展開し、数回、食と園芸についての授業も行う。 

授業計画 
 
第 1 回 オリエンテーション 

生活と園芸について 屋外活動場所の確認 
第 2 回 裏門プランター片付け、ホース、さつまいも堀り 
第 3 回 菜園メンテナンス 
第 4 回 シイタケについて 菌類 シイタケほだ木の移動 
第 5 回 シイタケ菌床打ち込み体験学習 
第 6 回 畑おこし、鹿よけネットはずし 

10 分間小テスト問題について 
第 7 回 冬囲いについてとその実際 
第 8 回 草花の形態と機能 草花の分類 
第 9 回 食と園芸① 10 分間小テスト 
第 10 回 草花分類の続き 草花の一生（自然分類） 
第 11 回 食と園芸② １０分間小テスト 
第 12 回 草花の一生（自然分類） 病害虫 テストについて 
第 13 回 授業内テスト 事前・事後学修  
  
※授業計画は、学生の進度･状況により変更することがあります。 

ご了承ください。  
到達目標 

 

 
【到達目標】 

園芸作物の改良と発展により我々の生活が潤い、豊かである事を理解す

る。また、生活と園芸の関連性に触れ改めて園芸活動（行為）の恩恵を考

える事ができるようになる。  
評価について 

 
社会人の方は、テストを受けても、また受けなくても差し支えありません。  

テキスト・参考文献 
 
【テキスト】 

都度、関係資料を配布します。  
事前事後学修 【具体的な内容】 

身近にある植物がどのように生活と関連しているのかを常に意識しなが

ら生活すること。  
【必要な時間】 

授業で学んだことを中心に配布されたプリントを活用して予習・復習は

それぞれ２時間を目安とする。 

その他 
 
備考  

授業前半は屋外に出ますので動きやすい服装で参加してください。  
学生の食と生活に関わる内容の授業として材料費として 500 円別途徴収

いたします。（※支払い手続きは担当教員より授業内で案内があります。）  

 


